
はじめに

マーガレット�フラー（MargaretFuller,1810�1850）は，ニューヨーク�デイリー�トリビューン

（NY DailyTribune）紙から派遣されアメリカ初の女性特派員として1846年から1850年までヨーロ

ッパに滞在した。彼女はイギリスやフランスの芸術を本国に紹介し，ローマでは当地で修業するアメ

リカの彫刻家を支援している。本稿では，主としてトリビューン紙上の特派員報告1を通して，彼女

の初期アメリカ彫刻界への関与と，ヨーロッパ芸術に精通していく過程を検討し，その審美眼，芸術

観の推移を探る。フラーはアメリカでの古典教育や超絶主義，�崇高�や �ピクチャレスク�といっ

た芸術観を携えて欧州に出航した。ヨーロッパでは宗教儀礼や地域の祭りの他，音楽，絵画，彫刻な

どを貪欲に見て回り，彫刻界におけるネオクラシシズム（Neoclassicism）の隆盛を報道するとともに，

イギリスの風景画家J.M.ウィリアム�ターナー（JosephMallordWilliamTurner,1775�1851）
2の後

期作品における �新風�をたちまち吸収し，その価値と重要性を本国に伝えている。

当時，英国やフランスの文学や芸術は，ロマン主義から自然主義，写実主義へ移行する段階にあり，

彫刻界はバロック�ロココ様式を脱してネオクラシシズムの最盛期に向かっていた。一方，アメリカ

の建築界は，ヨーロッパに追随する形でワシントンD.C.の議事堂など国家建造物の建設期にあった

が，ネオクラシシズムが主流であった。文芸や彫刻界は，南北戦争後にようやく写実主義の世界へと

向かうのだが，それよりもはるかに早い時期にフラーは，ターナーが予兆した芸術における写実主義

から象徴主義への道を理解していた。

1.19世紀アメリカの「神」と「自然」と「芸術」

19世紀初期のアメリカでは，バーバラ�ノヴァック の指摘するように「神」と「自然」は，しば

しば同義語であった。3エマソン（R.W.Emerson,1803�1882）が『自然論』（Nature）の中で，「自然

のもっとも高貴な役割は，神の姿をとって現れる。自然は，それを通じて普遍的な霊が，一人一人に

語りかける」（筆者訳）と言った時，人々はこれをすんなり受け入れたのであった。超絶主義者たち

は神の遍在を認めてきたし，より正統的な宗派は神と自然の分離を主張してきたが，結局は屈服して

神と自然の合一を受け入れた。ペリー�ミラーの言葉を使うなら，「キリスト教化された自然主義」

は神学的な境界を越えたので，人は「石に説教を，万物に善」を見ることができ，「自然はどういう

わけか，…うまい具合に効果的に聖書に取って代わった」4（筆者訳）のである。この変化を容易にし

たのは，ワーズワースやルソーやシェリングが自然崇拝を普及させたからであったが，こうした国内

外の風潮により当然のことながら，アメリカの宗教的な正統派の大部分がこれを受け入れ，いわばキ

リスト教化された汎神論を受け入れるようになった。
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エマソンに最も近いところにいたのが，マーガレット�フラーであった。オレゴン街道やエリー運

河が敷設され，中西部や西部に新しい町や村が出現し，産業革命の西漸する新天地に存在する，当時

のアメリカ人の典型的な美意識が，彼女の中には存分に育まれていた。19世紀も半ばになると，文

明が「きこりの斧」となって原生林の多くを破壊していくが，荒野はまた，田園的な理想を通じて人々

の心に「田園の楽土」アルカディア思想をもたらしたのであった。とは言え，多くのアメリカ人は自

然との闘いとその征服の結果として，歴史と進歩が同盟を組んだ「文明の行進」の最前線にいた。そ

のような世界にあって芸術家は，破壊される運命の自然を記録することを自らの課題とするようにな

っていく。

ロデリック�ナッシュ（RoderickNash）によれば，「荒野の評価は都市から始まった」。まさに荒

野が死すべき運命にあることを認識した時，「19世紀初期のナショナリストたちは，荒野というアメ

リカの自然こそ他の国にはない優れたものであることを理解した」5と述べている。アメリカ初期の

風景画家トーマス�コール（ThomasCole,1801�1848）は，原野の破壊に最初に気づいたひとりであ

った。彼は �キャッツキルの川�（TheRiverintheCatskills,1843）の中に，初めて大きな切り株を

描いた。5枚の連作絵画 �帝国の進路�（TheCourseofEmpire,1836）は，荒野と牧歌的な段階を描

いた �未開�と �田園�，そして，肉欲と快楽に酔いしれる帝国の最盛期 �文明の完成�から帝国の

荒廃を描いた�破壊�，最後に �廃墟�へと続く。このシリーズの評判は良く，フラーもニューヨーク

へ行った時，入場料を払ってこの絵を見ている。多分に教訓的な �帝国の進路�は異教徒の帝国建設

と自然破壊を物語り，異教徒の野心を描いた空想の世界であった。アメリカにおいてキリスト教の神

は，白人に土地を開拓する命令を下し，それを行使する技術を与えた。大陸の豊かさを利用する能力

について誇りを持っていたアメリカ人は，傲慢にもその道徳的な正当性をほとんど疑うことはなかっ

た。

2.フラーの超絶主義的審美観

アメリカ人が自国の自然を誇る気持ちは，ヨーロッパからの精神的独立を熱狂的に主張するナショ

ナリズムから生まれたものに違いない。エマソンがmanthinking,mandoingの大切さを説き，

模倣を諫めた時，聴衆は明らかにヨーロッパ文化の模倣をも頭に描いていた。彼の人気は，人々のそ

のような願望を的確に言いあてたところにその所以があるだろう。エドガー�アラン�ポー（Edgar

AllanPoe,1809�1849）が賞賛したとされる，以下のフラーのナイアガラ瀑布の記述は，驚くほどにト

ーマス�コールやフレデリック�チャーチ（FrederickChurch,1826�1900）の風景画と通じるものを

持つ。彼女は自然に「崇高」「神秘」を感じとり，自然の壮大さを他国のものと比較するヘネピン神

父の言葉を引用している。

…andIpassedontotheterrapinbridge.Everythingwaschanged,themistyapparitionhadtaken

offitsmany-coloredcrownwhichithadwornbyday,andabow ofsilverywhitespannedits

summit.Themoonlightgaveapoeticalindefinitenesstothedistantpartsofthewaters,andwhile

therapidswereglancinginherbeams,theriverbelow thefallswasblackasnight,savewhere

thereflectionoftheskygaveittheappearanceofashieldofbluedsteel.Nogapingtourists

loitered,eyeingwiththeirglasses,orsketchingoncardsthehoarylocksoftheancientrivergod.

Alltendedtoharmonizewiththenaturalgrandeurofthescene.Igazedlong.Isaw how here
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mutabilityandunchangeablenesswereunited.Isurveyedtheconspiringwatersrushingagainst

therocky ledgetooverthrow itatonemadplunge,till,liketoppling ambition,o・erleaping

themselves,theyfallont・otherside,expandingintofoam eretheyreachthedeepchannelwhere

theycreepsubmissivelyaway.

Thenaroseinmybreastagenuineadmiration,andahumbleadorationoftheBeingwhowas

thearchitectofthisandofall.HappywerethefirstdiscoverersofNiagara,thosewhocouldcome

unawaresuponthisviewanduponthat,whosefeelingswereentirelytheirown.Withwhatgusto

doesFatherHennepindescribe・thisgreatdownfallofwater,・・thisvastandprodigiouscadence

ofwater,whichfallsdownafterasurprisingandastonishingmanner,insomuchthattheuniverse

doesnotafforditsparallel.・TistrueItalyandSwedelandboastofsomesuchthings,butwemay

wellsaythattheybesorrypatternswhencomparedwiththisofwhichwedonow speak.・

（・SummerontheLakes・inThePortableMargaretFuller,pp76�77）

壮大な自然を誇る態度と神への賛美，そして国家の優越性。この結びつきは，既にマーガレット�

フラーのイデオロギーを明確に規定している。彼女の精神は，政治と結びつきアメリカの民主主義を

称揚し，イタリアではリソルジメント革命を支援する一方，芸術と結びついてアメリカの彫刻家を推

薦し，アメリカ型の大規模な記念碑事業の推進に協力したからである。

3.ヨーロッパ芸術の動向

フラーは，ヨーロッパ派遣時代，クエーカー教徒でフーリエ主義農場の指導者スプリング夫妻の旅

に同行した時期があった。その関係で，労働者のための職業訓練学校や施設，炭鉱を見学し，社会主

義運動家と会う機会が多くあった。その一方，貪欲に観光地をめぐり音楽会やオペラを鑑賞し美術館�

博物館を訪れ，名士たちとの会合をこなした。イギリスではカーライル，ワーズワース，イタリアの

革命家マッツィーニ（GuiseppeMazzini），フランスではシャンソン作詞家ピエール＝ジャン�ベラン

ジュ（Beranger），社会主義者コンシデラン（VictorConsiderant），ジュルジュ�サンドに会見し，シ

ョパンの演奏を聞いた。ニューヨークでオペラを楽しんでいた彼女は，ロッシーニの『セビリアの理

髪師』やモーツァルトの『ドン�ジョヴァンニ』を評価している（Dispatches,p118）。

彼女はイタリア滞在中，イタリアの絵画�彫刻を紹介し，当地で活躍するイギリスやアメリカの芸

術家を本国に紹介した。イギリスの彫刻家については，ローレンス�マクドナルド（Lawrence

Macdonald,1799�1878）を紹介，イギリスの貴族たちはローマに来ると，マクドナルドのスタジオへ

行き胸像を作ってもらうのが流行のようであると報じた。彼女は彼の手になる英国人の彫像の方が本

物より崇高であると皮肉っている。6マクドナルドは，芸術家育成のため，1823年ローマに英国人の

ための芸術アカデミーを創立している。その他，フラーとは親交の深かったジョセフ�ゴット

（JosephGott,1785�1860），彫刻家では当代一番の力量といわれたリヴァプール出身の英国人ジョン�

ギブソン（JohnGibson,1790�1866）も紹介した。

当時イタリアには，ヨーロッパ彫刻界を担うピエトロ�テネラニ（PietroTenerani,1789�1869）や

ベルテル�トルバルセン（BertelThorvaldsen,1770�1844）がいた。彼ら新古典派の彫刻家の作品は大

変な評判で，フラーは，テネラニの作品，ロシア皇帝の注文である月と狩の女神 �ダイアナ像�を見

た。古代の作品と比べて「現代的で感傷的だが，大変美しく精巧な出来栄えである」（modernand
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sentimental…butverybeautifulandexquisitelywrought,Dispatches,p133）と述べている。・modern

andsentimental・の意味は，おそらく古代彫刻にみられる厳粛�威容に欠けていることを指してい

るのだろう。フラーは彼の作品 �四季�（FourSeasons）の中の �冬の天使�を，上品で優美である

と述べている。テネラニはデンマークの彫刻家ベルテル�トルバルセンと共に，アメリカの彫刻家ス

トーリー7夫妻の住むピアザ�ベルベリーニ宮殿（PiazzaBarberini）の2階にスタジオを共有してお

り，フラーはそのスタジオで作業する石工たちを知っていたようである。

また，本国でもその作品はよく知られていたドイツ人の画家フリードリヒ�オーベルベック

（FriedrichOverbeck,1789�1869）のアトリエも探訪している。彼はローマに移住し1813年にカトリッ

クに転向し，絵の中に宗教的なシンボルを多用した。フラーはアメリカの詩人で画家クリストファー�

クランチ（ChristopherPearseCranch,1813�1892），アメリカ出身の肖像画家トーマス�ヒックス

（ThomasHicks,1823�1890）とも親交があった。

フラーはアメリカ人によく知られたイタリアの風景画家ドミニチーノ（Dominichino,1581�1641），

ヴェニスの画家ティティアン（Titian,c.1488,1490�1576），バロック画家グエルチーノ（Guercino,

1591�1666），ミケランジェロ（Michelangelo,1475�1564）などにも言及しているが，当時評判のグイー

ド�レニ（GuidoReni,1575�1642）の絵 �ベアトリーチェ�チェンチ�
8，またはダ�ヴィンチの �最

後の晩��などにも触れ，絵画の放つ力と歴史的蘊蓄とは別物だという記述があり，興味深い。

…theyshowawonderfuldealofstudyandthought.ThatisnotwhatIcanbestappreciateina

workofart.Ihatetoseethemarksofthem.Iwantasimpleanddirectexpressionofsoul.For

theresttheordinarycantofconnoisseurshiponthesemattersseemsinItalyevenmoredetestable

thanelsewhere.（Dispatches,p135）

この時点でのフラーはまだ，イタリア絵画の故事に馴染んでいないし，行間からはアメリカ型の芸

術的感性の表出が看て取れる。ヨーロッパ遺産であるギリシャ�ローマの大量の絵画�芸術を吸収し

きれず，イタリアの受け継いだギリシャ�ローマの神話や逸話の書き込まれた絵に辟易している風が

見える。これはあるいは，現代のアメリカ人にも受け継がれている簡素な美しさを好む気質と通じる

と考えてよいのだろうか。

4.カノーヴァの �ジョージ�ワシントン像�

1816年時点で，ノース�カロライナ州の州会議事堂に設置するジョージ�ワシントン像を制作す

る彫刻家はアメリカにはいないと言われた。1812年英米戦争後のナショナリズムの高揚は，アメリ

カ国民の一体感を称揚する国家的記念碑を必要とした。ワシントン像は，アメリカの自由と国民統合

のシンボルであり，彼の威厳と公徳心がすべての党派的な要求を鎮めるのに役立つと思われた。また

建設中の議事堂が余りに大きかったので，丸天井や廊下に彫像を置く必要があった。アメリカにとっ

て，彫刻を依頼するため国家のドルが大量にイタリアやフランスに流れていくのは不名誉なことであ

った。

しかし，ノース�カロライナ州はワシントン像をイタリア人アントニオ�カノーヴァ（Antonio

Canova,1757�1822）に依頼した。彼のアメリカでの評判はすばらしく，彫刻界におけるネオクラシシ

ズムの第一人者と讃えられた人物であった。ネオクラシシズムは，古代ギリシャの理想に戻り，ロー
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マの清廉，16世紀ルネサンス期の古典への回帰を謳っているが，実際はヘレニズム彫刻の模倣をし

たローマ彫刻に近く，ギリシャ彫刻や古代の彫刻には関心がなかった。当時カノーヴァは，古代ギリ

シャ彫刻の輝きを復活させ，知識人にはギリシャ人よりギリシャ的であると思われ，ローマでは誰も

が彼を誉めそやした。パリに来てほしいというナポレオンの要請を断り，さらに評判が上がった。教

皇ピウス7世は彼を侯爵に叙し，彼はボルゲーゼ妃の寵愛を受けた。

だが，ノース�カロライナ州の州議事堂に設置されたワシントン像は，カノーヴァの作品の中でも

上出来ではない。1817年から1821年に制作されたその顔は将軍に似ていないし，巨大な英雄として

立派なローマ武官の装いで座していた。膝元には，アメリカ国民へ贈る教書（メッセージ）を刻むべ

き銘板を携えているが，その字はラテン語で，・GiorgioWashingtonalpopolodegliStatiUniti;

AmicieConcittadini...・と書かれていた。この �ワシントン像�は，イタリアからアメリカに数

ヶ月かけて到着し，1821年12月24日にノース�カロライナ州の州議事堂に据え置かれた。その後

10年間，リリー市の人々はこのワシントン像を誇りに思い，この英雄の彫像を見物に各地からの観

光客が殺到した。1825年には，ラファイエット侯爵が訪れて像の素晴らしさを認めたものの，彫像

がワシントンに似ていないことをカノーヴァは弁解できないだろうと言った。けれども地元民は，こ

のような傑作を所有することに満足したようだ。

しかし，この議事堂は1831年6月21日に焼失し，ワシントン像は皮肉にも屋根の耐火工事をして

いた職人の不注意で火に包まれた。当時，ノース�カロライナ州の支出全体は9万ドルであったが，

カノーヴァのワシントン像には3万2千ドル払ったという�であった。実際は1万1千ドルであった

と伝えられている。

当時のアメリカ人にとって一般に公園墓地や�人形館以外に彫像を見る機会はなかった。ところが，

1840年代，公園墓地に墓を立てることがアメリカ人にとって大事業となった。ジェイコブ�ビゲロ

ー（JacobBigelow,1787�1879）がボストンにマウント�オーバーン共同墓地の建設を開始したのだ。

ニューヨークにはグリーンウッド共同墓地があり，中産階級にとって公園墓地の訪問が，魅力的な観

光となった時代であった。 墓石には，ヨーロッパのエジプト�ブームを反映してピラミッドやオベ

リスクが建てられ，柳，天使，鳩が彫られていた。また，富裕層の流行として裕福な企業家の妻たち

は客間に，白い大理石の彫像を設置するのが優雅であるとされた。ハイラム�パワーズ（Hiram

Powers,1805�1873）は手紙に「貴婦人の私室には，女神プロセルピナを置くのが理想でしょう」と書

いた。また，彫刻家は，個人の胸像を制作し，友人に贈るのが流行した。しかし，その後銀板写真

（daguerreotype）の写真が出て，これは下火となった。

5.アメリカの彫刻家

アルカディアの理想は，イタリアでのフラーの芸術感覚をナショナリズムへと導いた。トリビュー

ン紙上フラーは，アメリカ彫刻界の希望の星としてイタリアで国際的な信望を培っていたハイラム�

パワーズ，ホレイショ�グリノー（HoratioGreenaough,1805�1852），そしてトーマス�クロフォード

（ThomasCrawford,c.1815�1857）を紹介した。当時本国では，国家的記念碑や議事堂の建設時期にさ

しかかり，国民はアメリカ国民の彫刻家による制作を期待していた。

驚くべきことにアメリカでは彫刻家グループが，1820年代の騒々しいフロンティアから出現した

のだった。他の職業とは異なり，辺境地の純朴な農場の息子が彫刻家になるという大望は，他の条件
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なしには考えられないからである。つまり，社会に彫刻家を望む要求があったのである。1840年50

年代のアメリカ国民は，アメリカにもギリシャ神殿の建築家フィディアスほどでないにしても，イタ

リアのカノーヴァやデンマークのトルバルセンのような栄光ある彫刻家の出現を待望していた。トー

マス�クロフォードはそんな国民の気持ちを体現し，「新世界の黄金期」を予兆したのだ。批評家た

ちは，クロフォードの活躍にこぞってアメリカ芸術のヨーロッパからの独立を主張したがった。彼は，

ニューヨークの銀行家ワード家の娘と結婚し，ローマでスタジオを立ち上げた。彫刻 �歓喜の天使�

（GeniusofMirth）は現在メトロポリタン博物館所蔵であるが，フラーはローマで彼の妻の胸像を見

ている。「その像は大変美しく，清らかな優しさに満ちている。花飾りや掛け布の襞などの飾りは大

変魅力的で，ニューヨークに到着したら，大勢の人に見て貰いたい。」（Dispatches,p133）フラーは

英国のギブソンの彫刻よりもクロフォードのデザインの方が好きであると述べた。

フラーはクロフォード制作の �ワシントン騎馬像�について特派員報告に書いている。これと現在

ヴァージニア州リッチモンドに残されているものとは異なる点があるが，フラーが実見し報じている

創案は次のようなものである。

Thisgrouphasnoinsipidallegoricalair,asmightbesupposed;anditscompositionisvery

graceful,simple,andharmonious.Thecostumeisveryhappilymanaged.Theangelfigureis

draped,andwiththeLibertycap,whichasabadgebothofancientandmoderntimes,seemsto

connectthetwofigures,andinanartisticpointofview balanceswellthecockedhat;thereisa

similarharmonybetweentheangel・swingsandtheextremitiesofthehorse.Theactionofthe

wingedfigureinducesanaturalandspiritedactionofthehorseandrider.IthoughtofGoethe・s

remark,thatafineworkofartwillalwayshave,atadistance,whereitsdetailscannotbe

discerned,abeautifuleffect,asofarchitecturalornament,…anythingreallygoodseemssosimple

andsoamatterofcoursetotheunpracticedobserver.（Dispatches,pp269�70）

一方，ハイラム�パワーズはヴァーモント出身，フィレンツェにスタジオを構え，顧客とニューヨ

ーク訛りで話したと言われる。彼は1851年，ロンドンのクリスタル�パレスの万博に �ギリシャの

奴隷像�（TheGreekSlave）を出品し，世界的に有名になる。それは，ギリシャの独立戦争に関する，

という政治的に時宜を得たもので，過度に女性を装飾する傾向を廃し簡素なヌード像を，有名なカラ

ーラ産の大理石で制作したものであった。イギリスでは「文化果てる地アメリカ」の彫刻家の作品と

いうことで，ヴィクトリア女王はじめアルバート公が賞賛し，エリザベス�バレット�ブラウニングが

ソネットを献上したほどであった。彼は後に，アンドリュー�ジャクソン大統領の胸像を制作している。

しかしながら，フラーの �ギリシャの奴隷�論は辛口である。フラーは，この像の賞賛者を冷やや

かに評した。

Youseem ascrazyaboutPowers・sGreekSlaveastheFlorentineswereaboutCimabue・s

Madonnas,inwhichwestillseethesparkofgenius,butnotfannedtoitsfullflame.Ifyour

enthusiasm beasgenuineasthatofthelivelyFlorentines,wewillnotquarrelwithit;butIam

afraidagreatpartisdrawing-room rapturesandnewspaperechoes.Genuineenthusiasm,however

crudethestateofmindfrom whichitsprings,alwayselevates,alwayseducates,butinthesame

proportiontalkingandwritingforeffectstultifiesanddebases.Ishallnotjudgetheadorersof

theGreekSlave,butonlyobservethattheyhavenotkeptinreserveanyhigheradmirationfor
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worksevennowextant,whichare,incomparisonwiththatstatue,whatthatstatueiscompared

withanyweepingmarbleonacommonmonument.

IconsidertheSlaveasaform ofsimpleandsweetbeauty,butthatneitherasanideal

expressionoraspecimenofplasticpowerisittranscendent.Powersstandsfarhigherinhisbusts

thaninanyidealstatue.Hisconceptionofwhatisindividualincharacterisclearandjust;his

powerofexecutionalmostunrivaled;buthehashadalifetimeofdisciplineforthebust,whilehis

studiesonthehumanbodyarecomparativelylimited;norishistreatmentofitfreeandmasterly.

Tome,hisconceptionofsubjectisnotstriking:Idonotconsiderhim richinartisticthought.

（Dispatches,p268）

�ギリシャの奴隷�像は，OxfordCompaniontoArtによれば，19世紀半ば最も評判をとった作

品であると言われているが，筆者もフラーの意見に賛成である。ただしフラーは，ハイラム�パワー

ズにもワシントンの騎馬像を制作させてもらうように推薦している。しかも，フラーは �ワシントン

像�の建設に意欲的でさえあった。彼女はワシントンの功績を讃え，「わが国の独立に健全なスター

トを切った素晴らしい事件とその影響力，そして初戦の行動に踏み切った男たちの奇跡に近い功績を

想う時，私は感謝せずにはいられない。長く困難な時期に最も粗末な駐屯地の一兵卒に尊厳を与えた

清らかさと謙虚さの資質を併せ持つ人間は，未だワシントンひとりである。かつてどの国もこのよう

な幸運に恵まれたことはない。どの国も現在同様，尊敬すべき汚点のない先人を持つのはさぞ幸福な

ことではないか。」（Dispatches,p269筆者訳）と述べている。

ホレイショ�グリノーは，パトロンに小説家フェニモア�クーパーやサウス�カロライナ出身の風

景画家で詩人ワシントン�アルストン（WashingtonAllston,1779�1843）がいたので，ようやく彫刻

家を志しローマに留学ができた。アメリカ人の裸身像（ヌード）に対する免疫がこの頃から育ってい

った逸話がある。グリノーの初期の作品 �歌う天使像�（ChantingCherub）に対してボストン市民の

田舎者らしい反応が伝えられている。1831年，ボストンのアテニウムで，クーパーに依頼された

�歌う天使像�を見た観衆に恐怖の波が走った。なぜならば，人びとは天使が歌い出すのではないか

と期待していたが，これらの彫像が裸身だったため，顰蹙を買ったのだ。彼らは，「みだらな」スペ

イン娘のダンサーたちのダンスには慣れているのだが，という皮肉な記事も見受けられる。パワーズ

の �ギリシャの奴隷�像も評判となってからは，この裸身像が芸術だからと言ってアメリカ人は家族

で見物に来たと言われている。

後にホレイショ�グリノーはワシントン像を制作し，それは国会議事堂の中に設置された。しかし，

半裸体でトーガをまとったワシントン像は，�笑の的となり議事堂の丸天井の下では重すぎて建物を

壊すという口実で，1908年にようやくスミソニアン博物館に設置されることとなった。

彫刻家たちは，多くの注文を受け大変な利益を得たことが知られている。パワーズは，�ギリシャ

の奴隷�を5体制作して売った。パワーズ作のボストンのウェブスターの記念碑は，1万9千ドル，

ストーリー作 �最高裁判事マーシャル像�は4万ドル，ランドルフ�ロジャーズ（RandolphRogers）

は5万ドルをロードアイランド南北戦争の記念碑のために受理した。ミシガン州は南北戦争の記念碑

に7万5千ドルを支払ったと言われている。

19世紀のアメリカ彫刻界のもつ保守性として，次の3点が考察されるであろう。第一に，政治家

というパトロンの要求があり彼らは弁護士だったので，芸術においても主流派を擁護し，18世紀以
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来の新古典派の作品を評価した。第二に，アメリカの彫刻家自身も臆病で，新古典派の様式に合わせ

て彫像を制作した嫌いがある。第三に，彫刻家に国民的英雄を制作させるのが国策になると，彼らは

愛国的で法道徳を守った上で報酬を得るという，芸術家の創造的，反逆的，反骨精神から最も遠い立

場に立つことになる。とは言え，ようやくアメリカという幼い国が彫刻界において独り歩きし始めた

時期であり，フラーもそれに一役買ったということである。

6.ターナー論争

フラーの新古典主義の彫刻家に対する評価は，とりたてて熱いものではなかったが，ターナーに対

する考えは，彼女の真価が窺えるところで興味深い。フラーは，ロンドン滞在中，絵のコレクターで

ターナーの弟子の一人にせがんでターナーの絵を見ている。初期の作品の飾り気の無い簡素で，分か

りやすく優美な絵と異なり，最近のターナーの絵は表現しにくく，超自然的な素晴らしいもの，つま

り芸術の魂が入っていると褒める人がいる一方，理解できないと不満を漏らす人々もいる，と前置き

し，論戦が白熱状態になっているのを見ると，何か極めて重大なことが起こっていると思わざるを得

ないし興味が湧く，として以下のように報じている。

Ihadbecomemuchinterestedaboutthismatterasthefervoroffeelingoneithersideseemed

todenotethattherewassomethingrealandvitalgoingon,and,whiletimewouldnotpermitmy

visitingotherpreciouscollectionsinLondonanditsneighborhood,Iinsistedontakingitforone

ofTurner・spictures.Itwasatthehouseofoneofhisdevoutestdisciples,whohasarranged

everythingintheroomstoharmonizewiththem.Therewereagreatmanyoftheearlierperiod;

theseseemedtomecharmingbutsuperficialviewsofNature.Theywereofacharacterthathe

whorunsmayread� obvious,simple,graceful.Thelaterpictureswerequiteadifferentmatter;

mysteriouslookingthings� hieroglyphicsofpicture,ratherthanpictureitself.Sometimesyou

saw arangeofreddots,which,afterlonglooking,dawnedonyouastheroofsofhouses�

shiningstreaksturnedouttobemostalluringrivulets,iftracedwithpatienceandadevouteye.

Aboveall,theycharmedtheeyeandthethought.Still,thesepictures,itseemstome,cannotbe

consideredfineworksofArt,morethanthemysticalwritingcommontoacertainclassofminds

intheUnitedStatescanbecalledgoodwriting.A greatworkofArtdemandsagreatthought

orathoughtofbeautyadequatelyexpressed.� NeitherinArtnorLiteraturemorethaninLife

cananordinarythoughtbemadeinterestingbecausewell-dressed.Butinatransitionstate,

whetherofArtofLiterature,deeperthoughtsareimperfectlyexpressed,becausetheycannotyet

beheldandtreatedmasterly.ThisseemstobethecasewithTurner.Hehasgotbeyondthe

Englishgentleman・sconventionalview ofNature,whichimpliesalittlesentimentandavery

cultivatedtaste;hehasbecomeawaketowhatiselemental,normal,in Nature� such,for

instance,asoneseesintheworkingofwateronthesea-shore.Hetriestorepresentthese

primitiveforms.InthedrawingsofPiranesi,inthepicturesofRembrandt,oneseesthisgrand

languageexhibitedmoretruly.Itisnotpicture,butcertainprimitiveandleadingeffectsoflight

andshadow,orlinesandcontours,thatcaptivatetheattention.IseeapictureofRembrandt・sat

theLouvre,whosesubjectIdonotknow andhavenevercaredtoinquire.Icannotanalyzethe

group,butIunderstandandfeelthethoughtitembodies.AtsomewhatsimilarTurnerseems

aiming;anaim soopposedtothepracticalandoutwardtendencyoftheEnglishmind,that,asa
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matterofcourse,themajorityfindthemselvesmystifiedandtherebyangered,butforthesame

reasonansweringtosodeepandseldom satisfiedawantinthemindsoftheminorityastosecure

themostardentsympathywhereanyatallcanbeelicited.（Dispatches,pp113�14）

フラーは，ターナーの絵を，「神秘的な様相をしている� 絵そのものというより，絵の象形文字で

ある」と述べているが，その絵の描写力には感嘆せざるを得ない。「長い間辛抱強く熱心に見ている

と，時に赤い点の広がりは，家々の屋根のように見えるし，光輝く筋は魅力的な小川になっていく」

という叙述は確かにターナーの絵のエッセンスと言えるだろう。ターナーは南国ヴェニスで光の動き

に覚醒したと言われているが，フラーにとって「それらの絵は，人の鑑賞眼や思考を惹きつけてやま

ない」と感じられた。ターナーは，「いくばくかの情緒ある趣味的な，英国紳士の抱く従来の自然観

を超越してしまった。岸辺の水の動きに見られるように，自然の中に見られる，本質的で基本的なも

のを意識して原初的な形態を表現しようと描いたのだ。人々を惹きつけるのは，絵ではなく，光と影，

あるいは線や輪郭の原初的で主要な効果である」とフラーは理解している。彼女は，レンブラントの

絵の主題はわからずまたあえて尋ねようともしないが，それが表現する思想を理解し感じることはで

きたのだ。フラーは，レンブラントの主題はターナーが目指していることと似ていると考えた。

フラーの「偉大な思考が偉大な芸術を要求する」（・agreatworkofArtdemandsagreatthought・）

という表現は，芸術の目標と様式に関わる重要な論点であるが，フラーの芸術観の表れがここに窺え

る。即ち，ターナーの新しい表現様式は，特に産業革命以降のイギリスに生まれた新しい世界観を表

していることを彼女は理解していたのである。

フラーの芸術観は本国での素養を基盤として，ヨーロッパでの豊かな経験の中で育まれたものだが，

彼女の柔軟で度量の広い感性が，絵画�彫刻�建築をはじめとして政治や社会など，あらゆる分野の

理解を促進し，自己の思想形成へと導いたのだと推察できる。風景画の領域で言えば，この時期に従

来の写実を突き抜けた新しい抽象画への芽生えがあり，架橋が成立することを思えば，感慨深いもの

がある。

おわりに

幼少の頃からヨーロッパへの憧れを抱いていたマーガレット�フラーには，20代に欧州旅行の誘

いがあった。イギリスの評論家マーティノー（HarrietMartineau）が渡米した時，同行を求められた

のだった。しかし父親の死や家庭の事情でそれは遂げられなかった。したがって，特派員としての渡

欧がどれほどフラーに喜びをもたらしたかは容易に想像できる。そしてフラーが多くのものを吸収し

ヨーロッパ芸術への理解を深めつつ綴った内容が，アメリカ社会一般に与えた影響も大きかったと考

えられる。丁度アメリカの彫刻家が国際的に認められる時期であり，フラーも熱心に彼らを支援した

功績も大きい。芸術様式の受容の仕方は地元ローマと本国アメリカでは異なるが，フラーもバロック

様式やロココ様式の絵画�彫刻などに飽き，当時もてはやされたネオクラシシズムの作品に好感を抱

いていた。この簡素で優美なものに対する嗜好が，フラー自身のものか，アメリカ人一般の持つ傾向

かはここでは明らかにはできず，今後の課題であるが，この時期イタリアに渡った芸術家志望の若者

が，大いにアメリカ建国のあゆみに寄与したことは明白である。アメリカの多くの富裕層がヨーロッ

パ観光に訪れ，収集家たちがヨーロッパの絵画や彫刻を買い付けるのは南北戦争後のことだが，アン
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テベラム時代に，トーガを纏ったローマの英雄風のジョージ�ワシントン像が何体も制作されたこと

は，興味深い事実である。熱心にワシントン像の設置を支援したフラーも，結果的に，帝国への道を

�る合衆国をリードしたアメリカ人であった。
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